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就労選択支援の取組について 

令和７年（２０２５年）１０月から、障害福祉サービスの新制度「就労選択支援」が始ま

りました。本制度は、高等部卒業後に就労支援事業所（就労移行支援や就労継続支援Ａ型、

Ｂ型等）の利用を希望する生徒を対象に、本人の適性や希望に合った最適な進路をともに見

極め、選択をサポートする仕組みです。現在、高等部卒業後すぐに就労継続支援Ａ型、Ｂ型

事業所を利用する場合は、在学中に就労選択支援のサービス利用を受けなければなりません。 

専門の支援員が、作業体験や面談を通じて生徒の「得意なこと」「配慮が必要な点」を客

観的に整理します。学校での様子に加えて、第三者機関の専門的な評価を得ることで、より

強みを活かせる職場選びや、就労に向けた課題の明確化に役立ちます。進路の選択肢を広げ、

卒業後も安心して自分らしく働ける環境づくりを目指すための支援です。 

今年度、本校では、高等部３年の生徒６人が就労選択支援を利用しました。支援員との顔

合わせに始まり、学校や現場実習先に作業の様子を見に来られ、アセスメント（情報収集と

整理）を行いました。その後、多機関連携会議（生徒、保護者を含む関係者で実施）では、

アセスメントシートを元に「得意なこと」「配慮が必要な点」を客観的に伝えられました。

生徒にとっても進路選択の大きな材料になりました。詳細な利用手順や御相談については、

進路指導担当までお気軽にお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年（２０２６年） 

１０月２日発行  

球磨支援学校進路指導部 

① 相談・申請準備 

  学校の進路担当者

や相談支援事業所へ

利用の意向を相談 

 

② 市町村へ支給申請 

  お住まいの市区町村の

障害福祉窓口へ「就労選

択支援」の利用を申請 

 

③ 受給者証の発行 

  支給決定を受け、

サービス利用のため

の受給者証が交付さ

れる 

④ 事業所との契約 

  就労選択支援を実

施する指定事業者と

契約を締結 

⑤ アセスメント 

・面談による意向や希

望の聞き取り 

・作業体験等を通じた

適性や配慮事項の客

観的な整理 

 

 

 

 

 

⑥ 就労選択支援作成・

見直し 

  支援員が本人・保護

者とともに今後の進路

方針（アセスメント結

果）をまとめる 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 卒業後の次のステップ 

  整理された強みや配慮事

項をもとに、適切な就労支

援事業所の選定・利用へ移

行する 

 

就労選択支援のながれ 


